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レーザーを用いたディスプレイや照明が注目を集めている。光源にレーザーを用いることによ

り、広い色再現範囲や高い電気－光変換効率、高い光利用効率を実現できるために、究極的な低

消費電力ディスプレイや高効率照明をはじめとするさまざまな応用が期待されている[1]。 

一方、レーザー光は時間・空間コヒーレンスが高いために、スペックルノイズと呼ばれる不要

な干渉パターンが容易に生じるという弱点がある。スペックルノイズ低減・除去の 1 つの手法と

しては、レーザー光のスペクトル幅を広げる方法がある。特に、半導体レーザーでは、高周波信

号を直流信号に重畳することで、映像信号に影響を与えることなくスペクトル幅を簡単に大幅に

拡大することができる。これまでに、半導体レーザーのスペックル低減の試みが報告されている

が、スペックルノイズの重要な指標である「スペックルコントラスト」とスペクトル幅との関係

を議論したものはあまり見られない。この理由としては、スペックルコントラストが光源や測定

光学系の多くのパラメーターに依存するために、客観的な評価が難しいことが挙げられる。 

近年、レーザーの可視光光源としての重要性・応用可能性の高まりを受けて、簡単かつ高精度

にスペックルコントラストを測定することができる高性能スペックル測定器（オキサイド社・

SM01VS06）が開発された。本報告では、赤色半導体レーザーへの高周波信号重畳によるスペク

トル幅の制御と、この測定器を用いたスペックルコントラストの評価について報告する。 

実験には DVD 用に開発された CAN パッケージ空間単一モード赤色半導体レーザー（発振波長

0～660nm）を用いた。このレーザーチップを、温調されたマウントにバイアスティー回路を介し

て取り付け、周波数 500MHz 程度の正弦波信号を直流バイアスに重畳した。レーザーからの出力

光を 3 つに分け、スペックルコントラスト測定器と光スペクトラムアナライザ、高速フォトディ

テクタに入射し、スペックルコントラスト、光スペクトルと時間波形を同時に測定した。 

測定結果の一例を Fig. 1, 2 に示す。単一モードレーザーであるために、無変調時（Fig.1）には、

明瞭なスペックルパターンが観測された。このときのスペックルコントラストは=0.901 であっ

た。一方、振幅 1V 程度の 500MHz 正弦波

信号を重畳すると（Fig.2）、光スペクトルが

大幅に広がり(~3nm,f~2THz)、スペック

ルコントラストは=0.227 となった。スペ

ックルコントラストは、理論通り光スペク

トル幅の 1/2 乗に反比例する傾向（∝
1/）を示した[2]。 
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Fig.1. Measured speckle noise pattern (left, speckle contrast 
=0.901) and spectrum (right) without modulation. 

Fig.2. Measured speckle noise pattern (left, speckle contrast 
=0.227) and spectrum (right) under 500MHz injection. 
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